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同一患者用

使用期限： 6ヶ月（毎日使用した場合）。
使用期間に関わらず12ヶ月で交換してください。

MyobraceⓇ装置の洗浄： 装置を口から取り外した後は、
毎回ぬるま湯で洗い流してください。口腔内装置の洗浄
は、Myoclean™の使用を推奨します。詳しくは、かかりつけ医
にお問い合わせください。

注意： 歯科矯正医または歯科医師の下のみでご使用ください。

®

正しい嚥下パターン 正しい鼻呼吸正しい安静位

スポット 正しい安静位
呼吸

P-3Ⓡシリーズの作用
クラスIII不正咬合は、MyobraceⓇ for Interceptive 
Class III (i-3Ⓡ)で早期に治療するのが最適です（3〜8歳
頃）。しかし、早期治療の機会を逃し、永久歯列にクラスIII
不正咬合が残ってしまうことがあります。クラス IIIの原因と
なる根本的な筋機能習癖が改善されることなく、ブラケッ
トで治療された患者は、元の顎位に後戻りする結果となる
可能性があります。クラスIIIの患者は、複雑な顎の手術を受
けても、術後結果が安定しないこともあります。    
P-3 Ⓡシリーズは、永久歯列のクラスIII不正咬合の患者向
けに特別に設計された3段階の装置です。3mmのオフセッ
トで上顎前歯を前方に、下顎前歯を後方に押すことで機能
し、またそもそもクラスIII不正咬合を引き起こす原因となっ
た習癖を改善します。
治療のゴール
•  鼻から呼吸することができ、
•  舌は下顎ではなく上顎の安静位に置かれ、
•  嚥下時、口唇の筋肉に動きがなく、
•  下顎前突を是正し、
•  健康的な顎の発達を促すことです。

MyobraceⓇが機能するには、筋機能習癖 
を改善する必要があります。

MyobraceⓇ for Permanent Class IIIシステムは、永久（
成人）歯列期のクラスIII不正咬合を改善するために特別に設
計された3段階の装置シリーズです。
P-3 Ⓡは、この治療システムの第2段階の装置であり、上顎前
歯を前方に、下顎前歯を後方に押すことで、下顎前突の改善
に役立ちます。P-3 Ⓡはまた、上顎の発達促進のためのインナ
ーナイロンコアを備えており、その他の特徴として舌位、上顎
の形状と歯牙の配列の更なる改善が見込めます。
治療上の注意点
治療期間は、各患者の生物学的適応性により、異なる可
能性があります。永久歯列期におけるクラスIIIの治療は決
して理想的ではなく、結果を過大評価すべきではありませ
ん。MyobraceⓇ  P-3 Ⓡを毎日使用し、根底にある習癖を改
善するために粘り強く努力することが重要です。
場合によっては、歯列弓拡大や歯科矯正技術が必要になる
可能性がります。望ましくない複雑な治療を回避するため
に、歯科矯正医または歯科医師による定期的な検診も不  
可欠です。
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使用方法
MyobraceⓇ装置を毎日日中1 〜 2時間と、夜間就寝 
時に装着してください。
治療の初期段階では、歯牙がわずかに過敏になることがあ
ります。これはごく普通のことですが、痛みがひどくなった
場合は、使用を一時中断し、医師に相談してください。

®

MyobraceⓇ         

を噛み込まな
いでください！

Step 1–タンタグが上に
来るようにMyobraceⓇ

を持ちます。

Step 4–MyobraceⓇ

を装着した状態で口唇
を閉じると、前歯と顎の
位置が調整されるのが
感じられるはずです。

Step 2–MyobraceⓇ

を口腔内に入れます。

Step 5–口唇を閉じ、鼻
から呼吸してください。

Step 3–舌は常にタン
タグに当ててください。

治療の初期段階は、夜間就寝中に装置が外れることがあります。
このような場合は、日中の使用時間を増やしてください。

タンエレベーターは、舌
を正しい位置に挙上さ
せます。

2 フランケルシールド 
は、上顎アーチの発達
を促進します。

3

3mmオフセット
は、上顎歯列を前方に、
下顎歯列を後方に押す
ことによって、下顎前突
を改善します。

4 Dynamicore™ with 
Frankel Cageが、
アーチの発達を促し
ます。

5 呼吸孔が鼻呼吸の
確立を促します。
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低位舌は、上顎劣成長の原因に
なります。

柔軟なタンタグは、舌尖
をスポットにガイドし、
舌を正しい位置である
前方に誘導します。

1

歯列矯正の問題の原因は何か？
今日、多くの人に、叢生や顎の劣成長が見られます。口呼
吸、間違った舌位や嚥下パターンが、叢生やクラスIII不正咬
合つまり下顎前突を含む不正咬合の原因となっています。
できるだけ早期治療でこれらの習癖を治療し、歯列矯正の
問題の悪化を防ぐことが理想的ですが、高年齢の患者も、
これらの根本的な原因に対処しながらクラスIIIの治療を行
います。これにより、安定性を高めながら、治療をより効率
的に進めることができます。このような原因を見落とし、根
本的な健康問題を無視すると、治療の困難および再発の
可能性が高まります。

Myobrace® for Permanent   
Class III (P-3®)
MyobraceⓇ P-3 Ⓡは、永久歯列期クラスIIIシリーズ の第
2段階の装置であり、特にアーチの発達に焦点を当ててい
ます。P-3 Ⓡ には、歯列弓を拡大するのに役立つナイロンコ
アが内側に組み込まれています。上顎前歯を前方に、下顎
前歯を後方に押すことによって、下顎前突の是正を助けま
す。また、P-3 Ⓡ は舌位を正し、上顎の形状と歯並びをさら
に改善します。

MyobraceⓇ for Permanent Class III (P-3Ⓡ) 
- 設計特徴

クラスIII不正咬合の定義
叢生や顎関係の悪い状態の1つとして、クラスIII（下顎前突）
があります。これは、下顎と下顎歯列が、上顎と上顎歯列よ
りも前に出ている状態です。成長期に、舌が上顎を発達させ
ます。口呼吸は、低位舌の原因となり、上顎の発達を制限し
ます。舌が低位になると、上顎が発達しなくなり、下顎が前
方に突出し下顎前突となる可能性があります。したがって、
鼻呼吸と正しい舌位を確立することは、良好な治療結果を
得るために非常に重要です。

上顎劣成長は、下顎前突を引き
起こす可能性があります。


